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がある。抜歯が行 われた場合 は,発 症頻度が10
倍に増加すると報告 されている。 さらに,ビ スホ
スホネー トを注射薬の形で投与 している者に外科
処置 を施 した場合,骨 壊死の発症率は処置をしな
い場合の7倍になる。投与期間も長期に渡 る場合
はリスクが高 くなるとされている。歯周炎などの






尿病,喫 煙,飲 酒,口 腔衛生状態の不良などが考
えられる。特に副腎皮質ステロイド薬は,免疫担
当細胞の機能 を抑制 して易感染状態を引 き起 こす
ことでBRONJ発症の リスクを上昇すると考 えら
れている。
　 NBPsが,顎骨壊死 を起 こす詳細なメカニズム
は明らかにされていない。 しかし,顎骨壊死の病
変部では口腔細菌の増殖が検出されることから,




が 多 く検 出 され る とい う報告 があ る。 また,
NBPs服用者では口腔細菌感染に対する宿主応答




の 関連 が推測 され るサ イ トカインとしてはIL-
1βやIL-6がある。炎症性サイ トカインの一種で
あるIL-6は,　B細胞を抗体産生細胞に分化 させる
因子 として発見された。その後,関 節 リュウマチ,
間質性肺炎,多 発性骨髄腫,全 身性エ リテマ トー
デスなどの多くの疾患の発症に深 く関与すること
が報告されてお り,骨壊死に関与する可能性 も考
え られている。IL-6の炎症反応 における役割 と
して重要な ことは,ヘ ルパーT細 胞集団の中の
Th17の発生 と分化に中心的な役割 を果たす こと
である。Th-17は.炎症性メディエーターを分泌
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